
 

再開発にあたって留意すべき事項（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 

１）事業実施にあたり、土地利用の基本的な方向性に合致するとともに、各方針（①

～⑥）を満足するよう、施設を効果的に配置することが必要である。 

２）魚の棚など周辺の既存施設に対しては、競合を回避するとともに役割分担する等、

共存共栄を図ることが必要である。 

３）中心市街地～計画地～大蔵海岸等、来訪者の回遊を促すための方策（歩行者導線

の確保や案内サイン整備）が必要である。 

４）来訪者用の駐車場確保や中心市街地からのアクセス改善等、課題に対応した施設

整備も必要である。 

５）来訪者のさらなる増加を目指すため、観光行政と連携を高めて、誘客ターゲット

に対応した方策（効果的なPRやリピーター獲得策）を検討・実施することが必要

である。 

６）外部からの来訪者を呼び込むだけでなく、地域住民にとっても快適で活気溢れる

場となるよう配慮が必要である。 

７）計画地の持続的発展を目指して、地域が参画し関わることができるよう、開発者

は地元関係者と協議・調整する仕組みが必要である。 


